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国道３２９号 南風原バイパス
（事業再評価）
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南風原バイパスの道路整備の必要性南風原バイパスの道路整備の必要性南風原町の現状１南風原町の現状１

地域の現状地域の現状（渋滞）（渋滞）
◇国道３２９号与那原・南風原バイパスの並行区間の

渋滞損失時間は、県平均（県道以上）の3.75倍

◇中央分離帯のない４車線道路

◇右折レーンがとれず、交通を阻害

◇歩道が狭い

現道部の渋滞状況（上間交差点付近）
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【国道329号の車線幅員】
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南風原バイパスの道路整備の必要性南風原バイパスの道路整備の必要性南風原町の現状２南風原町の現状２

地域の現状地域の現状（事故）（事故）
◇国道３２９号与那原・南風原バイパス並行区間の

死傷事故率は、県平均（県道以上）の2.55倍

沖縄県平均
与那原・南風原ﾊﾞｲﾊﾟｽ
並行区間（国道329号）
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死傷事故率
現道部の道路状況（兼城付近）

◇中央分離帯のない４車線道路

◇右折レーンがとれず、交通を阻害

◇歩道が狭い

【国道329号の車線幅員】
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南風原バイパスの道路整備の必要性南風原バイパスの道路整備の必要性

広域ﾈｯﾄﾜｰｸの確保により、南部地域唯一の第３次医療機関である広域ﾈｯﾄﾜｰｸの確保により、南部地域唯一の第３次医療機関である
南部医療ｾﾝﾀｰへのｱｸｾｽが向上することにより、人命が救われる可南部医療ｾﾝﾀｰへのｱｸｾｽが向上することにより、人命が救われる可
能性が向上する。能性が向上する。

道路整備を視野にいれた街づくり構想

南風原町の将来計画南風原町の将来計画

地域の将来計画地域の将来計画
◇道路整備を見越した街づくり構想により、町の活性化を進める。
⇒産業経済活動の活性化
⇒地域医療や安心安全な沿道環境の整備

バイパス整備を見込んだ企業の進出により経済活動が活性化。バイパス整備を見込んだ企業の進出により経済活動が活性化。
また、企業進出に伴い雇用拡大による転入者の増加も見込まれるまた、企業進出に伴い雇用拡大による転入者の増加も見込まれる。。

南部医療センター・こども医療センター
（H18.4オープン）

①医療施設

④大型商業関係施設
南風原ｼﾞｬｽｺ(H16.5ｵｰﾌﾟﾝ)

映画館(H18.4ｵｰﾌﾟﾝ)

②大型商業関係施設

③那覇バス（新川営業所）

現道部の現道部の
バスレーンの拡充バスレーンの拡充
基幹バスの構想基幹バスの構想
※※沖縄県総合交通体系基本計画沖縄県総合交通体系基本計画

南風原バイパス

国道329号（現道）

②

③

①

④

出典：南風原町第四次総合計画
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南風原バイパスの事業計画南風原バイパスの事業計画

図 南風原バイパス路線位置図
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【事業計画諸元】

４車線車線数

６０ｋｍ/ｈ設計速度

第４種１級道路規格

４０．０ｍ幅員

２．８ｋｍ延長

自）沖縄県島尻郡南風原町字与那覇

至）沖縄県那覇市上間
事業区間

一般国道329号 南風原バイパス事業名

一 般 部

高 架 部

南風原バイパス標準断面図（単位：ｍ）

【事業計画諸元】

シマジリ ハエバル ヨナハ

ウエマナハ
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未定稿

全区間延長約０．３ｋｍ
を暫定供用

０．３ｋｍ

区間①

・調査設計、用地買収推進中

１．２ｋｍ

区間②

用地買収推進中

１．１ｋｍ

区間④

全区間延長約０．２ｋｍ
を暫定供用

０．２ｋｍ

区間③

現状

延長

※用地進捗率３１％

南風原バイパスの事業南風原バイパスの事業の進捗状況の進捗状況
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南風原バイパスに対する地元の声南風原バイパスに対する地元の声 その１その１

１．市、町の課題の抽出１．市、町の課題の抽出
①①土地利用が混在している土地利用が混在している。。

②②集落内集落内をを通過通過するする交通が多い交通が多い。。

③③交差点が渋滞する交差点が渋滞する。。

２．道路･交通の問題点２．道路･交通の問題点
①①国道３２９号の朝夕国道３２９号の朝夕ラッシュラッシュ時には交通渋滞が慢性化している。時には交通渋滞が慢性化している。

②②国道３２９号沿線には商業・業務系施設の立地が顕著であり、沿道の交通量国道３２９号沿線には商業・業務系施設の立地が顕著であり、沿道の交通量

が増加傾向にある。が増加傾向にある。

③③那覇インター、南風原北インターへ那覇インター、南風原北インターへアクセスする交通がアクセスする交通が、、幹線道路の渋滞を幹線道路の渋滞を

避け避け集落集落内の道路へ進入しており、内の道路へ進入しており、通学路等で危険な状況となっている。通学路等で危険な状況となっている。

～～ 南風原町、那覇市へのアンケート、各種陳情書、南部地域総決起大会南風原町、那覇市へのアンケート、各種陳情書、南部地域総決起大会 よりより ～～
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３．道路を整備することによる効果３．道路を整備することによる効果
①バイパス沿いへの大規模商業施設の進出①バイパス沿いへの大規模商業施設の進出
・・イオン南風原ショッピングセンター（平成イオン南風原ショッピングセンター（平成1616年５月オープン）年５月オープン）
・・サザンプレックスサザンプレックス 映画館映画館 （平成（平成1818年４月オープン）年４月オープン）

②医療機関、公共交通施設の進出②医療機関、公共交通施設の進出
・・県道宜野湾南風原線と連結、南部医療センター・こども医療センター（平成県道宜野湾南風原線と連結、南部医療センター・こども医療センター（平成1818年年44月月

オープン）沖縄県医師会、薬剤師会、沖縄県小児保健協会（平成オープン）沖縄県医師会、薬剤師会、沖縄県小児保健協会（平成2020年オープン）年オープン）
・・第一交通バスターミナル（平成第一交通バスターミナル（平成1818年９月業務開始）年９月業務開始）
・・沖縄沖縄都市都市モノレール首里駅が近くなるモノレール首里駅が近くなる。。
・・真地久茂地線、那覇東バイパスとの連結真地久茂地線、那覇東バイパスとの連結による那覇市街地へのアクセス向上。による那覇市街地へのアクセス向上。

③③バイパスバイパス周辺への周辺への企業の進出企業の進出及び分譲マンションの立地及び分譲マンションの立地
・・((株株))ニトリ（平成ニトリ（平成2020年１月オープン）年１月オープン）((株株))ラウンドワン（平成ラウンドワン（平成2121年４月オープン）年４月オープン）
・分譲マンション「・分譲マンション「トトゥゥエルブエルブエスエスコート宮平コート宮平」」((平成平成1818年･９階年･９階6161世帯完売）世帯完売）

「「ウイングシャトウ宮平ウイングシャトウ宮平」」（平成（平成2121年８階年８階2626世帯完売予定）世帯完売予定）

４．道路事業が中断する事による問題点４．道路事業が中断する事による問題点
①①南風原町第４次総合計画（平成南風原町第４次総合計画（平成1919年４月策定）の変更年４月策定）の変更、地域経済への波及、地域経済への波及
・・企業の倒産、企業の倒産、商業施設等の撤退、商業施設等の撤退、失業者の増加、集落内通過交通の増大による集落失業者の増加、集落内通過交通の増大による集落

環境の悪化環境の悪化、、町税収の大幅な減、経済活動の低迷、住民が道路行政への信頼低下、町税収の大幅な減、経済活動の低迷、住民が道路行政への信頼低下、
買収済み買収済み、、用地の維持管理用地の維持管理。。

南風原バイパスに対する地元の声南風原バイパスに対する地元の声 その２その２

ギノワン ハエバル

マアジ クモジ ナハヒガシ



8

南風原南風原バイパスが地元に及ぼすインパクトの全体像と便益の関係バイパスが地元に及ぼすインパクトの全体像と便益の関係

南風原南風原バイパスの整備バイパスの整備⇒交通の分散⇒交通の分散

地元の声に基づく道路整備の効果地元の声に基づく道路整備の効果

直接

効果

直接

効果

間接

効果

間接

効果

（青字：便益として計上した項目、緑字：その他の指標とした項目）

現状（町の問題・方向性）現状（町の問題・方向性）
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［主な問題点］［主な問題点］

［［町として目指す方向性町として目指す方向性］］

移動時間
の短縮

(走行時間

短縮便益、
走行経費
減少便益）

道路利用者
の利便性
向上

道路利用者道路利用者
の利便性の利便性
向上向上

交
通
網
の

交
通
網
の

整
備
促
進

整
備
促
進

ジャスコ～
南部医療セ
ンター間で
の新たなま
ちづくり

病院への
アクセス
向上

(医療機関
ｱｸｾｽ性向上)

住民の
安心感
向上

住民の住民の
安心感安心感
向上向上

バス交通の
再構築

住民の生活利便性向上
転入・定住者の増加

住民の生活利便性向上住民の生活利便性向上
転入・定住者の増加転入・定住者の増加

ＣＯ２・騒音
等の縮減

(ＣＯ２の削減)

周辺環境
の改善

周辺環境周辺環境
の改善の改善

交通量減
少による
安全性の
向上

(交通事故
減少便益)

安全・安心
な交通環

境

安全・安心安全・安心
な交通環な交通環

境境

ま
ち
づ
く
り
構
想
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の
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現

の
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計画路線なしの場合
の最短ルート

計画路線なしの場合
の最短ルート

効果の定量的な把握の考え方（便益算出について）効果の定量的な把握の考え方（便益算出について）

便益とは、便益とは、道路整備効果をお金で表示したもの道路整備効果をお金で表示したもの。。

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ 計画路線の「ある・なし」で将来の交通量を配分計画路線の「ある・なし」で将来の交通量を配分

◇計画路線の「ある・なし」で道路（区間）ごとに交通量⇒速度⇒所要時間を計算
◇最短時間で目的地に行くことのできるルートをコンピューター上で計算

計画路線なしの場合の最短時間で目的地
にいくことのできるルートを計算

計画路線ありの場合の最短時間で目的地
にいくことのできるルートを計算

計画路線の「ある・なし」で
最短ルートが変化

Ａ市

Ｂ市

【【便益便益計算方法計算方法】】

Ａ市

Ｂ市 ：主要な交差点
：道路（区間）
：計画道路

既存道路

：計画路線あり
の場合の最短ルート

：主要な交差点
：道路（区間）

既存道路

：計画路線なし
の場合の最短ルート

道路（区間）ごとに交通量や
所要時間が変化

計画路線が整備されることにより、
A市⇔B市間の最短ルートが形成

計画路線ありの場合
の最短ルート

計画路線ありの場合
の最短ルート

ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ 便益の算出便益の算出

◇ＳＴＥＰ１の計算結果を集計し、計画道路のある・なしの所要時間、交通量の変化より、便益を算出

①走行時間短縮便益①走行時間短縮便益

②走行経費減少便益②走行経費減少便益

③交通事故減少便益③交通事故減少便益

⇒（計画道路のある・なしの所要時間）×（1分あたりの時間価値）

⇒（計画道路のある・なしの交通量）×（計画道路と既存道路の移動経費）

⇒（計画道路のある・なしの交通量）×（計画道路と既存道路の事故率）

渋滞解消
速度向上

移動
経費減

整備前 整備後

整備前 整備後

交通
事故数減

整備前 整備後

【道路利用者が受ける３便益の算出（全ての道路区間が対象）】【道路利用者が受ける３便益の算出（全ての道路区間が対象）】
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効果の定量的な把握の考え方（効果の定量的な把握の考え方（その他効果のその他効果の算出について）算出について）効果の定量的な把握の考え方（効果の定量的な把握の考え方（その他効果の算出についてその他効果の算出について））
計画路線

所
要
時
間
（分
）

与那原町与那覇周辺～
南部医療センターまでの所要時間

南風原バイパス
未整備時

南風原バイパス
整備時

９．２分

３．７分

約５．５分短縮

死
亡
者
数
（人/

5
0

年
）

救命人数

南風原バイパス
未整備時

南風原バイパス
整備時

２２５人
１９５人

約３０人助かる

心臓停止
１２０人

呼吸停止
１００人

出血多量
５人

心臓停止
１２０人

呼吸停止
７５人

出血多量
０人

※死亡者数は、所要時間とカーラー曲線により試算

【その他の指標の算出】【【その他の指標の算出その他の指標の算出】】

医療機関ｱｸｾｽ性向上医療機関ｱｸｾｽ性向上

所要時間
短縮

整備前整備前 整備後整備後

対象地域（現場から病院へのアクセス時_Ｈ42年）

【地域社会が受ける便益等】【【地域社会が受ける便益等地域社会が受ける便益等】】

◇南風原バイパスの整備により、南部医療センターまでの所
要時間が短縮
・与那覇周辺～南部医療センター間：約５．５分短縮

◇この所要時間の短縮により、約３０人/50年間（225人⇒195
人）の命が助かると試算される。

※上記の対象地域は、将来（Ｈ42年）において、整備前後で所要時間が1分以上短
縮する地域（1地域）

ヨナハ

ヨナハ
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効果の定量的な把握の考え方（効果の定量的な把握の考え方（その他効果のその他効果の算出について）算出について）

ＣＯ２の削減ＣＯ２の削減

計画路線
整備前整備前 整備後整備後

道路（区間）ごとにＣＯ2排出量を算出

整備前後のＣＯ2排出量の差

ＣＯ2排出量
減少

【ＣＯ２排出削減量の算出方法】

◇南風原バイパスの整備により、南風原バイパスに並行する
国道３２９号の旅行速度が約１．４ｋｍ/ｈ向上
（33.8km/h⇒35.2km/h）

◇南風原バイパスの整備による旅行速度の向上により、沖縄
県全体でＣＯ２は、50年間で約60,457ｔ-ｃ削減されると試算
される。 旅

行
速
度
（ｋ
ｍ/
ｈ
）

南風原バイパスに並行する国道３２９号の旅行速度
（Ｈ４２年ネットワーク時）

南風原バイパス
未整備時

南風原バイパス
整備時

３３．８ｋｍ/ｈ

３５．２ｋｍ/ｈ
約１．４ｋｍ/ｈ向上

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
（
ｔ-

ｃ/

年
）

ＣＯ２排出削減量（沖縄県全体_Ｈ４２年ネットワーク時）

南風原バイパス
未整備時

南風原バイパス
整備時

392,002ｔ-ｃ
390,491ｔ-ｃ

約1,512ｔ-ｃ/年削減

現道部の渋滞状況
（上間交差点付近）

【地域社会が受ける便益等】【【地域社会が受ける便益等地域社会が受ける便益等】】
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約約150150億円の億円のコストコスト縮減縮減

南風原バイパスの事業費見直し検討（案）南風原バイパスの事業費見直し検討（案）

【【事業費見直しによる費用事業費見直しによる費用】】

現事業費：６００億円現事業費：６００億円 事業費の見直し後：４５０億円事業費の見直し後：４５０億円

【事業費見直し箇所】

立体交差（トンネル）から平面交差に変更 延長７７０ｍ

⇒ ９８億円のコスト縮減

（起
）南
風
原
町
与
那
覇

（終
）那
覇
市
上
間

国道３２９号

那覇糸満線

那
覇
空
港
自
動
車
道

南風原北ＩＣ

真地久茂地線

南風原与那原線

宜
野
湾
南
風
原
線

上間交差点

真地交差点

【事業費見直し箇所】

橋梁延長の見直し 延長８０ｍ

（橋梁→補強盛土）

⇒ 約２億円のコスト縮減

【事業費見直し箇所】

識名大橋の工法変更 延長２４５ｍ

（架け替え→拡幅）

⇒ ５０億円のコスト縮減

県立南部医療センター
・こども医療センター

沖縄県立
清和病院

北丘小学校

真和志高校

市民体育館

イオン南風原
ショッピングセンター

至

仲
井
真

至

与
那
原

南風原バイパス 延長=2.8km （用地進捗率３１％） 与那原バイパス

至 首里

２車供用中
延長=0.2km

２車供用中

延長=0.3km
マアジクモジ
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南風原バイパス南風原バイパスの評価（検討案）の評価（検討案）

※１ 効果の金額は、社会的割引率（４％）、ＧＤＰデフレータ（Ｈ１９年確定値）を踏まえた供用開始より５０年間の総額

億円３７８．０
上記の「費用合計」を現時点の費用
に換算（Ｃ）

億円

合計

５０年間の維持管理費

見直し後の事業費

コスト縮減

事業費

億円４７０．０

３２６．７

億円－１５０．０

億円６００．０

費
用

残事業費（Ｃ）
※H２２年以降の事業費を現時点の費用に
換算

億円２０．０

億円４５０．０

費用項目

◇南風原バイパスの整備により高度医療施設までの所要

時間が５．５分短縮

◇所要時間の短縮により、５０年間で約３０名（試算値）の

救命効果（１９．４億円）※２

医療機関アクセス性向上
地
域
社
会
が

受
け
る
便
益
等 ◇ＣＯ２排出削減量：60,457ｔ-ｃ/50年（１．９億円）※２ＣＯ２の削減

億円３８５．９３便益計（Ｂ）

便益項目

億円２．５交通事故減少便益

億円３１．３走行経費減少便益

億円３５２．１走行時間短縮便益

３便益
効
果
※１

●従来の３便益でのＢ/Ｃ

Ｂ：３８５．９億円

Ｃ：３７８．０億円

＝ １．０２ ＞ １．００

全事業

残事業

Ｂ：３８５．９億円

Ｃ：３２６．７億円

＝ １．１８ ＞ １．００

●３便益に地域社会が受ける便益
等を加味

Ｂ： ３８５．９億円+地域社会が受ける便益等

Ｃ：３７８．０億円

全事業

残事業
※

Ｂ： ３８５．９億円+地域社会が受ける便益等

Ｃ：３２６．７億円
※2 （ ）は、供用後５０年間の便益額として試算した値（参考）
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南風原バイパス南風原バイパスにおける地域の動きにおける地域の動き

①H21. 4. 7 沖縄県知事より費用便益比（B/C）の点検結果に関する回答において、すべての事業につ
いて、早期供用に向けて整備継続を要望。

②H21. 4. 9 （財）南部振興会、南部市町村会、島尻地域振興開発推進協議会の連名で国土交通大臣、
内閣府沖縄担当大臣、沖縄総合事務局長あてに県内国道３事業の凍結解除と整備促進を
求める要請文を提出。

③H21. 4.15 南風原町議会にて事業の凍結解除と早期着工を求める要請決議を前回一致で可決。同日
付で国土交通大臣、内閣府沖縄担当大臣、沖縄総合事務局長あてに要請文を提出。

④H21. 4.27  南部地区市町村議会議長会にて県内３事業の凍結解除と整備促進を求める要請決議を可
決。H21.5.1付で国土交通大臣、内閣府沖縄担当大臣、沖縄総合事務局長あてに要請文を
提出。

⑤H21. 4.28  沖縄県町村議会議長会にて県内３事業の凍結解除と整備促進を求める要請決議を可決。
H21.5.1付で国土交通大臣、内閣府沖縄担当大臣、沖縄総合事務局長あてに要請文を提出。

⑥H21. 5.12 沖縄県内における「国道３事業の凍結解除と道路整備促進を求める南部地域住民総決起
大会」を開催。（主催者発表で参加者１，１５０人）

⑦H21. 5.13  総決起大会を受け、南部６団体より、国土交通大臣、内閣府沖縄担当大臣、沖縄総合事
務局へ要請。

⑧H21. 6. 8 沖縄県議会土木委員会にて、南部国道凍結３事業について、国に凍結解除を求める意見
書案を全会一致で可決。１６日開会の本会議で全会一致で可決。１７日、首相、国土交
通大臣、内閣府沖縄担当大臣に要請。
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南風原バイパスの評価（南風原バイパスの評価（論点論点））

・朝夕ラッシュ時における国道３２９号の交通渋滞の慢性化並びにバイパス整備を見越した大型店舗の出店による交通量の増加
が想定されており、南風原バイパス整備による混雑緩和並びにＣＯ２縮減効果が期待されている。（１．９億円）※

４）国道３２９号の交通渋滞４）国道３２９号の交通渋滞

・南風原町のまちづくりは南風原バイパス整備を前提に計画され、既にＪＵＳＣＯや映画館等の大型商業施設、高次医療センター、
バスターミナル等がバイパス沿いに立地しており、地域経済の発展や地域住民の利便性向上に寄与している。

１）地域経済への発展等１）地域経済への発展等

・南部医療センター・こども医療センター等の高次医療施設へのアクセス、沖縄モノレール首里駅や那覇市街地との連結により
地域住民の利便性向上が期待されている。（１９．４億円）※

２）那覇市方面との連携２）那覇市方面との連携

（（１１）コストの見直しにより今回算定した）コストの見直しにより今回算定したＢ／Ｃが１．０を上回る。Ｂ／Ｃが１．０を上回る。

（２）（２）定量化できない定量化できない効果効果等等

３）周辺街路の安全性３）周辺街路の安全性

・国道３２９号等の幹線道路の慢性的な渋滞により、通過交通が地域の生活道路へ進入しているが、南風原バイパスの整備に
より、集落内の通過交通が減少し、日常的な生活空間の安全に寄与することが期待されている。

※ （ ）は、供用後５０年間の便益額として試算した値（参考値）


